
 

2022年 3月 2日 

「ちばぎん・はまぎん学生ビジコン 2021」の受賞者の決定について 

千葉銀行（頭取 米本 努）は、横浜銀行（頭取 大矢 恭好）との共催による「ちばぎん・はまぎん

学生ビジコン 2021」の選考の結果、別紙の通り、受賞者を決定しましたのでお知らせします。 

本コンテストは、地域経済の将来の担い手となる学生のアントレプレナーシップ（起業家志向）の

向上を図り、地域の産業および経済の発展に寄与することを目的に千葉銀行が 2012 年に創設したも

ので、2020年からは千葉銀行・横浜銀行の業務提携「千葉・横浜パートナーシップ」 に基づく連携

施策の一環として両行の共同開催としています。 

10回目となる今回も、当行と横浜銀行の営業エリア内に在住または在学する学生からビジネスのア

イデアやプランの募集を行い、84組の応募をいただくなか、書類審査およびプレゼンテーション審査

を経て 5組の受賞者を決定しました。 

なお、例年開催していた表彰式につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の状況を鑑みて開

催を見合わせることとしました。 

 本コンテストの概要は下記の通りです。 

記 

 

 

以 上  

名 称 ちばぎん・はまぎん学生ビジコン 2021 

募 集 要 件 

以下、①・②の条件を満たす学生（個人またはグループ） 

①千葉銀行または横浜銀行の営業エリア内に在住または在学している 

②地域活性化につながるビジネスのアイデアやプランを有している 

表 彰 内 容 

（各 1 先） 

大賞（30万円）、準大賞（10万円）、ＳＤＧｓアイデア賞（10万円） 

ちばぎんアイデア賞（10万円）、はまぎんアイデア賞（10万円） 

共 催 千葉銀行、横浜銀行 

後 援 
公益財団法人ひまわりベンチャー育成基金 

公益財団法人はまぎん産業文化振興財団 



＜別紙＞ 

受賞者一覧 

 

【大賞】副賞 30万円 

代 表 者 貝塚
かいづか

 祐
ゆう

太
た

 さん 所  属 千葉大学 

グループ名 アスタクル 

発表プラン プラットフォーム型α線治療薬剤開発事業 

プラン概要 
α線を放出する放射性原子（211At）と薬剤が安定して結合できる構造を開発した。 

本構造を活用し、さまざまな治療薬剤を開発していく。 

【準大賞】副賞 10万円 

代  表  者 稲垣
いながき

 大輔
だいすけ

 さん 所  属 神奈川県立保健福祉大学 

発表プラン 開発途上国の医療現場を支援する医療機器管理・教育システム 

プラン概要 

日本の臨床工学技術により医療機器の技術教育や管理体制が構築されたシステ

ムの提供と臨床工学技士による医療機器の管理/教育のノウハウを活用したサー

ビスによる、医療機器開発プラットフォームの構築 

【ＳＤＧｓアイデア賞】副賞 10万円 

代 表 者 筒井
つつい

 彩
あや

華
か

 さん 所  属 筑波大学 

グループ名 Hi Key(ハイキー) 

発表プラン 筑波大学地域密着型廃棄予定弁当デリバリー事業「Hi Key（ハイキー）」 

プラン概要 
「Hi Key（ハイキー）」は閉店後廃棄する弁当を回収し、必要としている人に配

達することで、食品ロスを減らし持続可能な社会を実現する。 

【ちばぎんアイデア賞】副賞 10万円 

代  表  者 金子
かねこ

 大紀
ひろと

 さん 所  属 千葉工業大学 

グループ名 ShinLab1 

発表プラン オペレーター補助技術を用いた視覚障害者行動支援の提案 

プラン概要 
環境情報を集約したクラウドサーバーの提供により、視覚障害者と歩行支援に従事す

るオペレーターとのコミュニケーションを支援する。 

【はまぎんアイデア賞】副賞 10万円 

代  表  者 中野
なかの

 賢
けん

伸
しん

 さん 所  属 横浜国立大学 

グループ名 ぐるり 

発表プラン 位置情報と連携した観光音声ガイド・情報サービス「ぐるり」 

プラン概要 
知られざる観光スポットへの観光客の分散、それに伴う地域活性化を目的とした、

スポットの音声ガイド・ユーザーからのコメント投稿サービス 

以 上 


